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執行役 CFO（経営企画／財務／会計／税務担当）  

      渕田 徹也（以下、渕田） 

執行役 精密・電子カンパニー 経営戦略統括部長 

       李 承鏞（以下、李） 

IR・広報統括部長    落合 恒毅（以下、落合） 
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›：本日はご多用のところ、株式会社荏原製作所、2026 年 12 月期第 1 四半期決算説明会にご

参加いただきまして、誠にありがとうございます。定刻となりましたので、ただいまより会を始め

させていただきます。 

本日の 15 時 30 分に、決算関連の書類を東証のプラットフォームならびに当社ホームページに開

示しております。そちらもご覧いただきながら、ご参加いただきますようお願い申し上げます。 

私どもの出席者をご紹介いたします。CFO、渕田徹也、IR 担当執行役でございます。 

：渕田と申します。よろしくお願いします。 

›：精密・電子カンパニー執行役、李承鏞でございます。 

：李でございます。よろしくお願いいたします。 

›：李は、精密・電子カンパニーの経営戦略統括部長を務めておりますので、質疑応答時に、当

事業の事業戦略に関する質問について、適宜お答えさせていただきます。司会は IR・広報統括

部、落合が務めさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

本日のスケジュールでございますが、決算概要を渕田より説明させていただき、その後に、皆様か

らのご質問をお受けいたします。終了時刻は 17 時 30 分を予定しております。 

それでは、渕田より説明に入らせていただきます。 
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：IR 担当執行役の渕田と申します。よろしくお願いします。本日はお忙しい中、当社荏原製

作所の 2026 年 12 月期第 1 四半期の決算説明会にご参加いただきまして、誠にありがとうござい

ます。本日は第 1 四半期の実績と通期の業績予想について、私からご説明いたします。 

初めに、第 1 四半期決算におけるポイントをご説明いたします。 

第 1 四半期の業績です。受注、売上、営業利益、親会社の所有者に帰属する四半期利益、いずれも

第 1 四半期として過去最高を更新しました。 

受注については、AI 関連需要の拡大、お客様による前倒し発注を背景に、精密・電子が想定以上

に伸長しました。これが全社の受注の増加に大きく寄与しました。売上および営業利益について

は、エネルギー事業が減収減益となった一方で、他のセグメントがカバーし、全社では増収増益と

なりました。地政学リスクの高まりによって、エネルギーを中心に業績の不安定さが増していく中

で、日本起点ビジネスセグメントであるインフラや環境が着実に利益を創出しています。当社のコ

ングロマリットの補完性が表れた決算だったと評価しております。 

通期の業績予想につきましては、全社の受注、売上、営業利益までは据え置きとしておりますが、

持分法適用会社である水 ing の株式譲渡に伴う利益計上を見込んで、親会社の所有者に帰属する当

期利益を上方修正しています。 
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また、中東情勢による影響については、現時点で合理的に見込める影響を業績予想に織り込んでい

ます。今のところ、業績への影響は限定的と見ています。今後の情勢には不透明さが依然残ります

ので、引き続き状況を注視してまいります。 

以上が、今回の決算の概要です。 

 

 

それでは、決算の詳細説明に入ります。5 ページをご覧ください。 
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2026 年度第 1 四半期の連結業績についてご説明します。受注は前年同期から大きく増加し、3,249

億円となりました。売上は 2,463 億円、営業利益は 267 億円、親会社の所有者に帰属する四半期

利益は 183 億円となりました。順調な進捗と捉えております。 

 

続いて 6 ページです。セグメント別の決算サマリになります。 

受注については、インフラを除く各セグメントで前年同期を上回りました。精密・電子は、AI 需

要の取り込みに加えて、お客様からの前倒し発注があり、受注が大幅に増加しました。エネルギー

や環境は、大型案件を受注したことで前年同期から大きく伸びています。 

売上については、エネルギーを除く各セグメントで増収となりました。営業利益につきましては、

エネルギーが減益となった一方で、精密・電子、インフラ、環境の増益が寄与し、全社で増益とな

っています。 
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続いて、7 ページです。営業利益の前年同期比での増減要因です。 

主な増益要因は増収効果で、固定費の増加を上回る利益を創出しました。収益性の改善について

は、主に環境セグメントにおいて、オペレーション&メンテナンス内の案件ミックスの変化等が寄

与したと捉えております。 

 

続いて、8 ページです。地域別の売上収益になります。 
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地域別では、日本および台湾、韓国、その他アジアが前年同期を上回りました。台湾、韓国、その

他アジアについては、精密・電子の売上増加が要因です。一方、北米および中東の変化について

は、主にエネルギーにおける減収の影響によるものです。 

 

ここから、セグメントごとの説明をさせていただきます。 

 

10 ページをご覧ください。精密・電子セグメントになります。 
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受注、売上、営業利益のいずれも前年同期を上回りました。市場環境につきましては、AI 向けの

需要が市場を牽引していまして、お客様の工場稼働率は上昇傾向にあります。また、お客様の増産

投資も拡大傾向にあります。中国市場については、従来の勢いは落ち着いているものの、一定の市

場規模を維持しています。 

そうした中、受注は装置、コンポーネントともに製品、サービス&サポート、いずれも増加してお

ります。特に CMP については、ロジック/ ファウンドリ、メモリ向けともに AI 需要を背景に増加

しました。これは一部のお客様による在庫確保を含む前倒しの影響によるものです。 

売上は、装置、コンポーネントともに堅調に推移いたしました。営業利益は、固定費増加はあった

ものの、増収効果により前年同期を上回っております。 

 

続いて、11 ページをご覧ください。精密・電子の受注と売上について、四半期ごとの推移を示し

ています。 

今回より、従来の「CMP」と「その他」、この二つを装置として統合し、サブセグメントを「装

置」と「コンポーネント」の 2 区分で開示しております。AI 向け半導体の進化に伴って前工程と

後工程向けの装置を統合的に開発する重要性が高まっている中で、プロセス装置全体でのマネジメ

ント強化を企図したものになります。 
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受注につきましては、第 1 四半期は第 2 四半期および下期からのお客様の前倒し発注もあり、特に

装置が過去例にない水準で積み上がっています。コンポーネントについても、お客様の工場稼働率

の上昇を背景に、高い水準で推移しております。 

売上につきましても、装置、コンポーネントともに前年同期を上回っている状況です。 

 

12 ページをご覧ください。精密・電子の製品の売上について、メモリ、ノンメモリのアプリケー

ション別の構成比を示しています。 

今回の第 1 四半期の構成比は、メモリ 28%、ノンメモリ 72%です。ノンメモリを中心とした構成

となっていますが、AI 需要を背景にメモリ向けの売上額自体は増加傾向にあります。 
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続きまして、13 ページをご覧ください。エネルギーセグメントです。 

受注は増加したものの、売上、営業利益は減収減益となりました。受注は、LNG 向け大型案件を

受注したことにより、前年同期を上回りました。売上につきましては、前年に比べて期首受注残が

少なかったことや中東情勢の影響がありまして、一部で部品の出荷や指導員派遣に遅れが生じたこ

となどから、前年同期を下回っております。営業利益については、減収の影響に加えて、人件費の

増加や今年から組み入れた一部水素事業の固定費計上があり、営業損失となりました。 

その一方で、市場環境につきましては、オイル&ガス市場の需要は回復傾向にあります。また、第

1 四半期で LNG 向けの大型案件を受注したように、LNG 市場では前年と比べて顧客の投資姿勢に

はポジティブな傾向が見られております。 
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続きまして、14 ページをご覧ください。建築・産業セグメントです。 

受注、売上は、いずれも前年同期を上回りました。GDP の成長は、北米を除く地域では弱含みで

推移しています。受注については、日本国内で製品、サービス&サポートともに増加した他、北米

のデータセンター向けが好調でした。売上については、中東を除く全地域で増収となりました。営

業利益については、増収効果はあったものの、材料費の高騰による収益性の悪化や人件費の増加が

影響し、ほぼ前年同期並みでした。 
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続いて、15 ページをご覧ください。インフラセグメントになります。 

国内市場は、2026 年からの 5 年間で実施される政府の「第 1 次国土強靱化実施中期計画」によ

り、防災・減災、老朽化対策への投資は引き続き堅調に推移すると見ております。受注は、一部案

件の遅れがあったことなどにより、前年同期を下回りました。売上、営業利益については、豊富な

期初受注残を順調に消化し、増収増益となりました。 
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16 ページをご覧ください。環境セグメントです。 

受注、売上、営業利益のいずれも前年同期を上回りました。受注については、大型のゴミ処理施設

の DBO 案件を 1 件受注したことにより、前年同期から大きく増加しました。売上については、既

存施設の延命化やメンテナンスを中心に、オペレーション&メンテナンスの売上が増加しました。

営業利益については、増収効果に加えてオペレーション&メンテナンス内の案件ミックスの変化

や、EPC の完工案件におけるコンティンジェンシーの戻し入れ等により、収益性が改善しまし

た。 

ここまでが、第 1 四半期のセグメント別業績の説明となります。 

 

続きまして、2026 年度の業績予想についてご説明します。 



 
 

 

 

 

 
15 

 

 

18 ページです。2026 年度のセグメント別の事業環境認識になります。 

各セグメントで、2 月に公表した市場見立てから大きな変更はございません。しかし、中東情勢に

よる物流や部材の価格高騰といった影響などは、引き続き注視が必要な状況です。 

 

19 ページになります。2026 年度の連結業績予想になります。 
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通期の業績予想につきましては、半導体関連市場拡大の動きが見られる一方で、不透明な中東情勢

の影響も踏まえ、受注高、売上収益、営業利益については、前回公表値を据え置いております。な

お、4 月に公表しておりましたが、持分法適用会社である水 ing の株式譲渡に伴う利益計上を見込

んで、親会社の所有者に帰属する当期利益を上方修正しています。また、上期については、第 1 四

半期の進捗や足元の事業環境を踏まえて、各セグメントの状況に応じた見直しを行っています。次

のページでご説明します。 

 

続きまして、20 ページです。セグメント別の業績予想です。 

精密・電子については、AI 関連需要を背景に、年度内に見込んでいたものの前倒し受注により、

通期では計画を据え置きとしております。今後、前倒しの動きが継続するかについては注視してま

いります。エネルギーについては、上期は中東情勢による一部売上の遅延や製品のロスコストによ

る修正を見込んでいますが、下期にリカバリーできると考えています。 

建築・産業については、上期、通期を通して原材料価格や物流影響などを織り込んでいます。イン

フラは、期初受注残の消化が前倒しで進んでいることを踏まえ、上期を修正しています。環境につ

いては、第 1 四半期の進捗や収益性の改善を反映しております。 
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続いて、21 ページです。 

2026 年度の通期営業利益予想につきましては、先ほど申し上げましたとおり、期初公表値に対し

て全社での変更はありませんが、建築・産業で 10 億円の下方修正、環境で 10 億円の上方修正と

しております。 

 

22 ページです。最後に、中東情勢による業績への影響についてです。 
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今回の業績予想では、2026 年 6 月末まで、現在の緊張状態および物流の制約が継続することを前

提に、現時点で合理的に見込める影響を織り込んでおります。 

全社の営業利益への影響額は、上期でマイナス 21 億円、通期でマイナス 14 億円と、現時点では

限定的と捉えています。主にエネルギーと建築・産業が影響を受けると見ております。中東向けの

売上割合が一番大きく、例年売上構成比 20%程度を占めているエネルギーについては、上期では

サービス&サポートの売上遅延や物流コストの増加により、マイナス影響を見込んでおります。下

期には、売上遅れも徐々に解消する想定としております。 

建築・産業につきましては、価格の転嫁までの反映に時間を要するため、下期への影響を織り込ん

でいます。今後の中東情勢がさらに長期化や深刻化する場合には、追加的な影響が生じる可能性も

あります。引き続き情勢を注視してまいります。 

私からのご説明は以上となります。ありがとうございます。 
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